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｢牛肉履歴偽装｣ 作耳標で個体番号を操
（裏面に新聞記事）北海道の町議逮捕

牛肉の信頼回復のために、多大なるコストと畜産農家の負担をかけてトレーサビリテ

ィシステムを構築してきましたが、この により、 万 戸の肉牛農家全1 人の偽装 9 3,900

体を消費者は疑う事に繋がりかねません。

北海道農政事務所が行った検査の結果 「牛の個体識別のための情報の管理及び伝達、

に関する特別措置法」に違反していると判明しました。

１．違反が疑われる事例

耳標の取り外し等の禁止（法第 条）違反10

死亡した子牛の耳標を生きている子牛につけ替えた疑い

２．経過

牛購入家畜商がＤＮＡ鑑定依頼し、耳標と異なる結果が判定された

家畜商が道農政事務所に届出

９月 日 北海道農政事務所が任意立入検査24

月 日 北海道農政事務所長が北見警察署長に告発11 24

月 日 北見警察署が、小清水町の畜産業者を逮捕12 7

容疑 ・特別措置法第１０条違反

・詐欺 の疑い

<参考>

（牛の個体識別のための情報の管理及び伝達に関する特別措置法）

第 条（耳標の取り外し等の禁止）10

何人も、前条第２項から第４項までの規定により牛の耳に着けられた耳標を取り外

し、その他個体識別番号の識別を困難にする行為をしてはならない。

！耳標装着と履歴報告を正確に
・出生後なるべく する。早期に装着

・耳標が脱落した時は、 する （落ちた耳標を保存しておく）早期に報告 。

・履歴報告等に間違いがあった時は、 関係機関に連絡し、 する。直ぐに 対応

・履歴に間違いが無いように、農家 しておく。自らが記録

・農家 が誠意をもって する。 などを心がけでください。自ら 実行
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。異常など確認された場合には、至急ご連絡ください




